



















































【答】②良忠は、現世の祈りで、阿弥陀 にお願いす 時 現世の り





れを不求自得という。これ 反して念仏を称えて現当二世安穏と回向す ば、 浄土宗の安心とは異なり、 浄土に往生することはできない。
（Ａ―７） 【問】決定業ならば祈るに益なき義を示していないのか？
【答】仏神は一切衆生が仏道に入り、出離生死、往生成仏の法を修するこ
とが本意である。仏は現世利益 法を説 て、その欲さえも利用して、仏法に入る為の方便としている。唯随自専修の正しい教 を講説すべきである。
＊法洲は、念仏は往生浄土の為の念仏であるとして、現世利益は不求自得であると
している。そして法洲は、現世祈祷は娑婆執着の心であり、現世に縛る教えであると否定三、法然の説示



















（5）長谷川匡俊『近世浄土宗の信仰と教化 一三〇頁。（6）この江戸時代の僧侶実情について、 辻善之助氏等が、 僧侶堕落論を提唱されている（7）中野隆元「浄土宗布教に関する法洲の所説」四六七頁。浄土学第二巻（五
･
六）
（8）大橋俊雄「大日比三師の往生論と往生伝」三四六頁。
（大学院仏教学研究科博士後期課程仏教学専攻）
